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地域 地区 提言等の内容 回　答 担当部課

大原 讃甘
新庁舎の審議に関わった者として、現在の経緯が聞き
たい。

平成28年3月議会で、中尾を候補地として上程しています。庁舎移転について
は、議会の２/３の同意が必要となります。次の案としている作東や勝田総合
支所の利用も同意が得られない場合は、現在の場所に残ることになります。※
候補地については継続審査となりました。

総務部

大原 讃甘

地元中西町は超過疎高齢化になっていて、どう支える
かが大きな課題。二男・三男を呼び戻して子どもを生
んでくれれば良いが、すぐに実現することではない。
７０～９０歳になってもできることをする。老人力を
活用して地域でできることはしようではないかと思っ
ており、そういうところにも、光をあててほしい。

東町に２人のIターンがあるようですが、空き家情報などいただきたい。ま
た、教育水準が、東粟倉がとても良くなっていて、大原も市内の小学校の中で
良くなっています。前向きに良い所だと周知してほしい。剣道等教育資産も生
かしたい。暮らしにくいことがあれば、言っていただきたい。
空き家情報バンクを運営して市内の空き家に関する物件の掘り起こしから情報
の提供、入居の決定までを支援しています。平成２７年４月から１２月までに
１５件を登録し、うち３件が成約しています。

企画振興部

大原 讃甘 讃甘郵便局のところなど２カ所に信号がほしい。
讃甘郵便局付近の信号機については、地元要望があったことから現在美作警察
署に要望書を提出しており回答待ちの状況です

市民部

大原 讃甘

井堰の係をしているが、ポリ袋にごみを入れて捨てる
者がおり、カラトを上げるところに引っかかるため、
週１回は掃除している。ごみを捨てないように放送し
てほしい。

ゴミのポイ捨て看板の設置を行うことにより効果があるのではないでしょう
か。また、放送については、各地域放送で必要に応じ、調整をしていただきた
い。

市民部

大原 讃甘
大原病院の診療日が少なく、妻を林野まで送迎するの
は負担。診療日を週３回に増やせられないか。

大原病院では内科・外科については常勤の医師がおり、ほぼ毎日の診療を行っ
ておりますが、整形外科・眼科・小児科に関しましては他の病院からの医師の
派遣ということもあり、診療日数が限られております。平成25年度より整形外
科及び眼科について週１日から週２日診療へと日数を増やすことができてお
り、整形外科に限っては外科の診療時でも対応しております。今後は地域の要
望が高い、整形外科の常勤医師の確保に努めたいと思っております。

保健福祉部
市民部

大原 讃甘
４段の電柵を新調したが、新市になって対象となった
ところは再度できないと聞いている。

電柵は７年以上、ワイヤーメッシュ等は１４年経過したら対象となります。特
別に認める場合もあるので、相談いただきたい。耐用年数の条件はあります
が、詳しい計画内容等を個別にご相談ください。

経済部

大原 讃甘
鳥獣害が増え、柵の補助だけでは難しい。ガードレー
ル取り付けなど良い方法がないか。国県道からの侵入
を止められないか。

電柵は危険な一方で効果が少ない場合もあります。また、高い柵の方が良いと
も思います。国県道はあまり渡らないようですが、塞いでしまうことはできま
せん。ワイヤーメッシュ、トタンも補助対象になるので個別にご相談くださ
い。

経済部
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大原 讃甘
防護柵を付けたい農地が飛び地になっているが、どの
くらい費用がかかるのか。

原則３軒以上としているが、飛び地は１軒でも可能。平成２６年度は８５件申
し込みがあり、３，４００万円補助しました。現在平成２８年度の申込受付
中。防護柵の計画区域をはじめ材質等についても個別にご相談ください。※回
答の内容は行政懇談会開催時点

経済部

大原 讃甘
河川の魚が全然いなくなった。水はきれいになった
が、コイもメダカもいなくなった。魚を戻してほし
い。

カワウによる被害が広がっています。駆除対象にもなっており対策をしていま
す。

経済部

大原 讃甘 青年武蔵像のところの杉が大きくなっている。 青年期宮本武蔵像周囲のスギについては、伐採しました。 経済部

大原 讃甘 道路の陥没が目立つ。手抜き工事はないのか。
道路パトロールが巡回し破損箇所等の点検及び補修を行っているが、危険箇所
等があれば連絡いただきたい。

建設部

大原 讃甘 下水道の赤字解消に統廃合が影響するのか。

一般会計から下水道会計に毎年２０億円持ち出しており、下水道システムを統
合の効果は１億円程度です。接続率をあげれば効率が良くなり、あらゆる努力
をして赤字額のうち２～３割が解消できる程度です。地域の条件から自主的な
努力だけで赤字を解消するのは無理な状況となっています。上流の中山間地の
恩恵を下流の都市部が受けている構図があり、環境税など国の制度として補填
する話が出ています。下水道中期計画は維持管理費の低減を基本に作成してお
り、統合計画も赤字削減に効果があります。

環境部

大原 讃甘
ニートと呼ばれる若者や不登校の中学生が増えてい
る。長期欠席の割合や原因は。親が理解されないこと
が多く、地域住民にもっと知ってほしい。

美作市では知的・発達障がいの出現率が高くなっており、教育対応を間違えれ
ば不登校に繋がります。勝田東小学校でユニバーサルデザインという多様な子
どもの対応に取り組んでいます。
長期欠席の原因としては、無気力や非行による「不登校」や入院等による「病
気」、保護者の教育についての考え方等による「家庭の事情」などがありま
す。美作市内の学校の長期欠席の割合は、小学校で１．６％、中学校で３．
５％です。（平成２６年度問題行動調査より）長期欠席者への対応として３日
欠席が続いたら、家庭訪問等早めの対応をしたり、美作塾で対応して復帰を目
指します。また、中身によっては福祉と連携を図って対応してまいります。地
域の教育力にも依拠することも必要です。

教育委員会
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大原 讃甘
教育に関しては、通学できる高校は基本的に林野高校
に限定されているが、智頭線で通える県外との連係を
すべき。

高校の相互通学については、３県境のテーマとなっています。最初は兵庫県が
「ダメ」とのことでしたが軟化してきました。また、鳥取県の高校には、大原
から通学しています。

教育委員会

大原 讃甘

インターハイで少林寺拳法の会場になるということだ
が、武蔵道場の屋根が垂れ下がってみすぼらしくなっ
ているし、昭和４２年にできた道場の屋根を修繕すれ
ば、あと百年はもつと思う。

施設の在り方について検討が必要と思います。保存修理していくのか、武道館
との関連とか、また、観光施設として位置づけてはどうかなどの検討をしてい
きたい。

教育委員会
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